
私立短期大学教務担当者研修会
事例報告

短期大学の活性化に向けて
―長期履修生制度の新たな可能性について―

大手前短期大学 ライフデザイン総合学科

佐々木 英洋

平成25年10月22日

1

大手前短期大学 沿革

2

 昭和26年 4月 大阪市東区大手前之町に大手前女子短期大学（服飾科）開学

 昭和61年 4月 大阪大手前から、兵庫県伊丹市稲野町にキャンパス移転

 平成 3年 4月 生活文化学科に改称→４コース制に

 平成16年 4月 大手前女子短期大学を大手前短期大学に名称変更し、男女共学化

地域総合科学科構想に基づくライフデザイン総合学科に改組

（コース制は廃止）

 平成20年 3月 財団法人短期大学基準協会による認定評価で「適格認定」を受ける

 平成23年 4月 大手前短期大学創立60周年記念事業を展開



ユニット自由選択制®・長期履修生制度
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 「ユニット自由選択制®」の導入

 系・ユニット・科目

 ユニット科目の開講時期（履修年
次、学期、エリア）

 ユニット・科目のスクラップ＆ビル
ド

 入学前オリエンテーションにおけ
るユニット選択の指導

 「長期履修生制度」の導入

 学費・修学（2年分の学費で週3回
3年間修学）

 長期履修生の学生数

 各年次の学修指導

 長期履修生制度の問題点

■ ユニットとは？

ユニット自由選択制®とは？

科目を、その内容に応じて
分類し、３～５科目、
６～１０単位のまとまりに
したもの
注意：ユニット名に数字
（①～④）が付いたユニット
は履修の順番がある
②は①を受けてからでないと理解ができないため、履修
することができない
③は①②を、④は①②③を履修しておくことが必要

番号がついていないもの、Ａ、Ｂなどは順番がなく単独
で履修できるユニット
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２．180科目もの中から科目を選び、自分のカリ
キュラムを作るのは難しい
でも30位のユニットの組み合わせなら比較的
簡単にできる

なぜ ユニット制にしたのか？

１．１科目だけを学ぶのではなくその周辺の科
目も同時に履修して、はじめてその領域を学
んだといえると考えたから
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ユニット自由選択制® 
―「自分だけのカリキュラム」―
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 1週間を2つのエリアに分け、各エリアにユニット科目を配置

 半期に2ユニットまで履修可能
→2年間で最大8ユニット履修可能

（原則6ユニット以上履修を推奨）
→「自分だけのカリキュラム」

 火曜日は必修・共通教育科目エリア



１０の「系」（＝分野）
３２の「ユニット」

※「ユニット外科目」
＝資格取得科目が主で
１科目ずつ単独で
履修
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「午前・午後ユニット制」から「曜日ユニット
制」へ
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 平成16年度～18年度・・・午前・午後ユニット制

 時間割に空きができる→「時間割への不満」

月 火 水 木 金

1時限 午
前

● 必修・
共通教
育科目
エリア

● ●

2時限 空き
時間

● ●

3時限 午
後

△ △

4時限 △ △ △

午前・午後ユニット制イメージ図（H16～H18)



「午前・午後ユニット制」から「曜日ユニット
制」へ
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 平成19年度～・・・「曜日ユニット制」に全面移行

 （午前ユニット）→Ａエリア（水・木曜開講ユニット）

 （午後ユニット）→Ｂエリア（月・金曜開講ユニット）

 →「時間割への不満」の解消

月 火 水 木 金

1時限 午
前

必修・
共通教
育科目
エリア

● △

2時限 △ ● ● △

3時限 午
後

△ ● △

4時限 ●

曜日ユニット制イメージ図（H19～)

ユニットは、半期にＡエリア１つ、Ｂエリア１つ、
２年間で最高８つまで取れる
６ユニット以上の履修を考えるよう指導

ただし、「福祉Ｂ」ユニットは夏休み集中講義
８つ以外に別に履修できる

１年次で履修したいユニット
がバッティングしていたため
履修できなかったユニットは
２年次で履修することが
できる
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履修ユニット

履修ユニット

履修ユニット

履修ユニット

履修ユニット

履修ユニット

自分で作るカリキュラム（ユニット履修） イメージ図

ユニット外科目・ユニット
科目でも単独履修可能科目

必修科目

共通教育科目

【必修科目（10単位）】
「ライフデザイン論（2単位）」
「フォーラムA（1）」
「フォーラムB（1）」
「コンピュータ演習（2）」
「基礎英語（2）」か「日本語表現（2）」
のいずれか
[2年次]「ゼミナールA（1）」

「ゼミナールB（1）」

残り52単位以上をユニット科目
ならびに単独履修可能科目
（共通教育科目・ユニット外科目・
ユニット内単独履修可能科目）
で修得し、卒業要件単位（62単位
以上）を充足
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正課授業で32の資格取得が可能

「２級建築士受験資格」
「製菓衛生士受験資格」
「フードスペシャリスト受験資格」
「ビジネス実務士」
「情報処理士」
「プレゼンテーション実務士」
色彩検定3級
ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ能力検定2・3級
ﾌｧｯｼｮﾝ販売能力検定2・3級
ｱｼｽﾀﾝﾄ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ
ﾒｲｸｱｯﾌﾟ技術検定2・3・4級
セルフメイク検定
建築CAD検定
メディカルクラーク（医科）
ﾋﾟｱﾍﾙﾊﾟｰ
食生活アドバイザー2級

ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ
福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ3級
手話技能検定５級
秘書検定2級
日商簿記検定3級
販売士検定3級
ＭOS WORD 2010
ＭOS EXCEL 2010
ＩＴパスポート
介護職員初任者研修
ネイリスト技術検定３級
きもの文化検定３・４・５級
サービス接遇検定準1級
ビジネス電話検定
ﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞ技術検定3級
観光英語検定2・3級
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ユニット・科目のスクラップ＆ビルド
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 学生や社会のニーズに合わせ、毎年カリキュラムの見
直しを行い、ユニット・科目のスクラップ（閉講）＆ビルド
（新規開講）を行っている。

 平成20～25年度・・・「ブライダル」「ビューティA（メイクアップ）」
「ビューティB（ヘアメイク）」「声優・アナウンサー」ユニット
の新規開講・改編

 代わりにユニット・科目の閉講が行われ、総科目数の増
減がないようにしている

入学前オリエンテーション（ユニット選択の指
導）
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 毎年1月・3月に入学予定者を対象とした「入学前オリエ
ンテーション」を行っている

 ユニット自由選択制®の説明

 系・ユニットの説明

 ユニット履修計画表の作成・提出→履修者数を事前に把握



長期履修生制度
―週3日通学、3年間の修学で短期大学を卒業―
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 他にやりたいことと両立しながら短期大学卒業を目指す人

 とにかく少しずつ、ゆっくりと学んでいきたい人

 進学の希望があるのに、経済的理由から難しいと思ってい
る人。

 すでに社会人として働いていて、仕事をしながら学びたい
と考えている人

 月・火・金コースと火・水・木コース

 一週間の計画（勉学とアルバイト）を立てやすい

 教員が学生の修学状況を把握しやすい

 →「曜日ユニット制」（H19～）に移行したため、この形
式が可能になった

長期履修生（3年）のユニット履修

半期にAエリア（火・水・木曜開講）・Bエリア（月・火・金
曜開講）いずれかから1ユニットを履修
（3年間で最大6ユニット履修）
つまり、週3日の出校、2日は授業なしの時間割となる

1年春 1年秋 2年春 2年秋 3年春 3年秋

Aエリア
（火・水・木）

Bエリア
（月・火・金）

また、ゼミナールA,B（必修科目）は3年次で履修する
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学費
修学年限
2年

1年次 2年次
総額

春学期 秋学期 春学期 秋学期

入学金 ¥250,000 ‐ ‐ ‐ ¥250,000

授業料等 ¥495,000 ¥495,000 ¥495,000 ¥495,000 ¥1,440,000

合計 ¥745,000
（入学時納入額）

¥495,000 ¥495,000 ¥495,000
¥2,230,000

年度納入額 ¥1,240,000 ¥990,000

長期履修生
（修学年限
3年）

1年次 2年次 3年次
総額

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

入学金 ¥250,000 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ¥250,000

授業料等 ¥240,000 ¥348,000 ¥348,000 ¥348,000 ¥348,000 ¥348,000 ¥1,440,000

合計 ¥490,000
（入学時納入額）

¥348,000 ¥348,000 ¥348,000 ¥348,000 ¥348,000

¥2,230,000
年度納入額 ¥838,000 ¥696,000 ¥696,000

授業料のみ 授業料＋施設設備費＋実習費

• 3年間の学費＝通常の2年間の合
計と同じ

• 半期の授業料が安価で、通学しな
い日にアルバイトもできる
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長期履修生の受け入れ・卒業・在籍状況
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 平成19年・・・1名（全入学者 324名中）→卒業

・・・

 平成22年・・・7名（ 〃 316名〃）→4名卒業

 平成23年・・・5名（ 〃 270名〃 ）

→2名在籍（H25年度3年次）

 平成24年・・・7名（ 〃 251名〃 ）

 平成25年・・・7名（ 〃 230名〃 ）

→全員在籍（ 〃 1,2年次）



長期履修生の各年次の学修指導
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 1年次・・・ 2年間修学生と同様、
フォーラム（1年次必修科目）で
履修、修学の指導

 2年次・・・通常のクラスで集まる制度はない

 長期履修生担当教員がメール・電話等で連絡

 3年次・・・ ゼミナール（2年次必修科目）で
履修、修学、就職・進学指導

 各学年の担当教員は各学生の「学生カルテ」に学生情報・個
人面談の内容を記入し、各学年の担当教員に引き継ぐ
→経年的な学生把握

長期履修生制度の問題点
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 計画的に修学・単位修得を続ける学生がいる一方、
修学意欲の衰退・経済的事情の悪化で勉学を続けるの
が困難な学生もおり、両極に現れる

 2年次に「必修科目」がなく、学生把握が難しい

 →退学する学生は特に2年次生が多い

 継続的に「学生把握」ができる方法を模索中


